
●集団健診（検診） ※集団の胃がん検診はバリウムのみです。

日程 会場 当日受付時間
健 肝 胸 胃 大 前 子 乳

申込期間 申込先
－ 各検診500円（税込）。

喀
かく

痰
たん

は別途500円

10月

28日㈮

保健センター

12時45分～15時 × × × × × × 〇 〇

10月13日㈭～20日㈭

健康増進課
☎０２７‐２２０
‐５７８４

29日㈯
８時45分～11時 × × × × × × 〇 〇

12時45分～15時 × × × × × × 〇 〇

11月 6日㈰ 県健康づくり財団 ８時30分～11時 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ×
10月７日㈮～21日㈮
※大腸容器は10月27
日㈭９時30分～11時
に会場で配布します。

診療時間は９時～ 16時。費用は休日の初診料金。
目的は、急な病気やけがなどの診療治療で、処方日数は１日～数日です。

本紙11月号の休日当番医は11月６日㈰から掲載します。

※市外局番は前橋市・高崎市ともに027です。

※10月９日・16日・30日の婦人科は12時まで。13時～18時は産科婦人科舘出張佐藤病院（高崎市若松町☎027-322-2243）で診療。
※高崎市の当番診療所は18時まで診療。
※場合によっては発熱患者の対応ができない当番医もあります。

接 骨 院 ・ 整 骨 院 の 休 日 当 番
10月９日㈰ 中嶋接骨院（上小出町二丁目）☎027-231-1643 10月23日㈰ 干場接骨院（富田町）☎027-268-0464

10月10日㈪ 中央スポーツ医療専門学校附属接骨院（新前橋町）☎027-253-1205 10月30日㈰ はとり接骨院（青柳町）☎027-235-2555

10月16日㈰ 真塩接骨院（朝倉町）☎027-265-2494 11月３日㈭ 橋本接骨院（粕川町膳）☎027-285-4874

※
発
熱
が
あ
る
人
は
事
前
に
電
話
の
上
、受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

夜
間
・
救
急
な
ど

夜間急病診療所　☎027-243-5111
朝日町四丁目９-５　内科と小児科　20時～23時
救急病院案内（24時間体制）　☎027-221-0099
※メモの用意をしてから連絡してください。
こども医療電話相談　#8000　月～土曜＝18時～翌８時、
日曜・祝日＝８時～翌８時
※IP電話・ダイヤル回線からはつながりません。携帯電話
からかけてください。

歯
　
科

市歯科医師会休日診療所　☎027-237-3685
岩神町二丁目19-９
日曜・祝日、10時～12時・13時～15時

薬
　
局

市薬剤師会会営薬局　☎027-223-8400
紅雲町一丁目２-15
日曜、９時30分～16時
※祝日は最寄りの薬局に問い合わせてください。

小児科 内　　科 外　　科 婦人科 耳鼻科 眼科

10
月
９
日
㈰

大川こども
クリニック
（児）
上泉町

☎231-5288

春山医院

（内）
日吉町二丁目
☎233-1551

高橋医院

（内）
粕川町西田面
☎285-2019

安部内科医院

（内）
南町三丁目
☎221-2339

中嶋医院

（外）
小屋原町
☎266-1601

積心会富沢病院

（整）
朝日町四丁目
☎224-3955

斎
※
川産婦人科医院

（婦）
高崎市岩押町
☎327-0462

つれいし
耳鼻咽喉科
（耳鼻）

高崎市上小塙町
☎343-2131

大西眼科

（眼）
高崎市中居町
☎353-1303

10
月
10
日
㈪

たむらこども
クリニック
（児）

西片貝町三丁目
☎289-0555

すがの内科医院

（内）
総社町植野
☎256-8121

うめだ内科
クリニック
（内児）
鶴光路町
☎212-0678

もてぎ内科医院

（内）
上増田町
☎266-5671

村谷胃腸科医院

（内外）
朝倉町

☎265-4141

整形外科とくま
クリニック
（整）

総社町総社
☎254-2611

マザーズクリニック
TAMURA
（産婦）
小屋原町
☎266-8803

斉藤クリニック
耳鼻科
（耳鼻）
日輪寺町
☎235-8880

宮久保眼科

（眼）
荒牧町二丁目
☎234-3511

10
月
16
日
㈰

ベル小児科
クリニック
（児）

川原町二丁目
☎289-2580

相澤医院

（内）
富士見町原之郷
☎288-6806

塩崎内科医院

（内）
文京町三丁目
☎221-8063

外山内科・循環器内科
クリニック
（内）

荒牧町二丁目
☎232-8000

星医院

（外内）
西善町

☎266-8600

堺堀整形外科
医院
（整）

富士見町時沢
☎260-5125

セ
※
キール

レディースクリニック
（婦）

高崎市栄町
☎330-2200

耳鼻咽喉科
やまぐち医院
（耳鼻）

高崎市柴崎町
☎353-5473

たかはし眼科
クリニック
（眼）

高崎市西島町
☎350-7077

10
月
23
日
㈰

まりこどもアレルギー
クリニック
（児）
元総社町
☎226-6844

はしづめ診療所
文京町
（内）

文京町二丁目
☎220-5720

えんどう内科
クリニック
（内）
橳島町

☎226-5700

上武呼吸器科
内科病院
（内）
田口町

☎232-5000

たけむら整形外科
クリニック
（整）
箱田町

☎212-3266

金古医院

（外内）
日吉町三丁目
☎233-1131

ベルフィーユ今井
レディースクリニック
（産婦）
南町四丁目
☎223-3114

いいづか
耳鼻咽喉科
（耳鼻）
樋越町

☎280-2111

前橋中央眼科

（眼）
下小出町二丁目
☎210-1116

10
月
30
日
㈰

瀬下こども
クリニック
（児）
元総社町
☎255-3350

高玉診療所

（内）
本町一丁目
☎223-1414

みやぎ
クリニック
（内）
鼻毛石町
☎280-2510

塙医院

（内）
日吉町四丁目
☎231-5348

せき整形外科
クリニック
（整）

三河町一丁目
☎226-6631

田部医院

（外）
六供町

☎223-1061

高
※
崎市夜間休日
急病診療所
（婦）

高崎市高松町
☎381-6119

耳鼻咽喉科
はるクリニック
（耳鼻）

高崎市江木町
☎384-3387

まゆずみ眼科
医院
（眼）

高崎市日高町
☎388-8461

11
月
３
日
㈭

すぐた医院ゆう子
キッズクリニック
（児）
光が丘町
☎251-5622

長崎医院

（内）
住吉町二丁目
☎231-3274

山王タウン
クリニック
（内）

山王町一丁目
☎267-1130

周東クリニック

（内泌）
元総社町
☎280-5550

鳥羽整形外科
クリニック
（整外）

紅雲町二丁目
☎223-7700

たき医院

（外）
大利根町一丁目
☎251-5101

横田マタニティー
ホスピタル
（産婦）

下小出町一丁目
☎219-4103

赤沢耳鼻咽喉科
医院

（耳鼻）
城東町五丁目
☎232-7691

丸山眼科
クリニック
（眼）

南町三丁目
☎223-5941

市役所　〒371-8601 大手町二丁目12-1　  027-224-1111　  FAX  027-224-3003 時日時　場場所　対対象　￥費用　持用意する物　申申し込み　問問い合わせ

健康な今こそがん検診
問受診シール・がん検診については
健康増進課
☎０２７‐２２０‐５７８４
国保・後期健康診査については保
健指導室
☎０２７‐２２０‐５７１５

　がんは、年齢に伴ってかかる率が
高くなります。高齢化の時代を迎え
た現在、日本人の２人に１人が、生
涯一度はがんにかかるといわれてい
ます。がん検診は、自覚症状のない
早期がんの発見に有効。早期発見・
早期治療を徹底すれば治る確率も
高くなります。大切な体をがんから
守るためには、がん検診が欠かせま
せん。症状がないときから、定期的
に検診を受診してください。なお、
症状がある人や治療中・経過観察中
の人は、検診の対象ではありません。

集団健診（検診） 
は予約制

問健康増進課
☎０２７‐２２０‐５７８４

　下表のとおり、集団健診（検診）
を実施。全ての健診（検診）で事前
申し込みが必要です（先着順・定員
あり）。当日、自宅で検温し、発熱
や体調不良などの場合は受診を控
えてください。
対本年度検診対象者（40歳以上。
子宮頸

けい
がんは20歳以上。受診シー

ルが届いた人）で未受診の人
持保険証、受診シール、各検診費用

薬の正しい服用を考えよう
問保健総務課
☎０２７‐２２０‐５７８２

　10月17日㈪から23日㈰までは
薬と健康の週間です。薬を使用する

ときには、量や使い方について医師
や薬剤師に相談を。薬は正しく使用
することで、その効果を最大限に発
揮できます。かかりつけ薬局を持
ち、薬同士の相互作用や重複した薬
がないかの確認、正しい服用方法、
注意点などを教えてもらいましょう。

健康テレホンサービス
☎０２７‐２３４‐４９７０

　二次元コードから健康相談と過
去の健康情報の検索ができます。
曜日・内容＝〈月曜〉ＲＳウイルス
〈火曜〉女性の基礎体温について
〈水曜〉乳頭分泌を伴う疾患につ
いて〈木曜〉歯みがきをして歯医者
に行こう〈金曜〉脂質異常の治療
〈土日曜〉ＴＣＨ（歯の接触癖）に
ついて
直接相談タイム（歯科）＝歯科医師
が直接相談。10月５日㈬19時30分
～21時

　わが国で医薬の祖神といわれているのは、大
おお

己
なむじのみこと

貴命と少
すくなひこなのみこと

彦名命の二柱で、共に国土経営に尽
力し、薬の術や医道などを教えたと古事記や日
本書紀などに記されています。
　ここ数年、コロナ禍でさまざまな催し物が中
止を余儀なくされ、全国の薬剤師が参加してき
た健康フェスタやリレー・フォー・ライフなども

見送りとなりましたが、今年も、薬
やく

祖
そ

神
じん

祭
さい

の日で
ある10月17日㈪から１週間を「薬と健康の週間」
とし、全国の薬局などでいろいろな催しが実施
されます。昭和53年から国・県・薬剤師会が中
心になり、続いているイベントです。身近な薬を
見直す機会にしてください。薬について分からな
いことは地元のかかりつけの薬剤師に相談してく
ださい。

前橋市薬剤師会　熊谷 慎一

10月17日から23日は「薬と健康の週間」
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